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　後縦靭帯骨化症は、諸外国に比し本邦で高率に
発症し、重篤な脊髄圧迫症状を呈する事かち、昭
和50年に厚生省の研究班が発足以来、難病特定疾
患として研究が進めちれている。臨床例の研究と
共に、様々な動物実験モデルも試みられたが、靭
帯骨化の発生病理、骨化病態など尚解明されてい
ない。我々は動物実験モデルの作製並びに後縦靭
帯における骨化形成、進展機序の病理組織学的、
組織化学的、生化学的解明を目的として研究を行
っている。
　後縦靭帯骨化症の発生には、遺伝的素因、全身
的素因、局所的素因など様々な因子が関与してい
ると考えちれているが、確実な素因は解明されて
いない。昭和55年以来、我々が実験モデルとして
使用しているZucker　fatty　ratは、突然変異によ
り生じた不妊のratで、ヒト肥満、初期成人発症
型糖尿病に類似した素因を有し、下位頚椎かち上
位胸椎にかけ強い脊柱湾曲が認めちれる。
　Zucker　fatty　ratの脊柱標本では、　X線上の靭
帯骨化は認めないものの、病理組織標本では14ヶ
月齢以降42例中10例（23．8％）に靭帯内骨化巣が観
察されており、実験動物として自然発生に靭帯骨
化を認めた唯一のモデルである。現在、ヒト後縦
靭帯骨化症剖検例などの観察から、靭帯骨化前駆
状態として靭帯肥厚が注目されている。手術例、
剖検例などではこの骨化前駆状態をとらえる事は
困難であり、Zucker　fatty　ratの後縦靭帯にみち
れる靭帯肥厚について考察を行った。
　追月的な病理組織標本、透過電顕標本の観察か
ち靭帯肥厚の過程を推察すると、5～8ヶ月齢で
Enthesis部に細胞増殖がみられ、それに伴い靭帯
基質の形成、増加が生じ靭帯幅が増大する。8ヶ
月齢では、増殖した細胞は靭帯内で軟骨細胞へと
分化し、軟骨基質を形成して靭帯肥厚が生じ、こ
の靭帯肥厚部に骨化機転が働いて靭帯骨化へと進
展するものと考えちれた。
　神経膠腫は脳腫瘍の中でも悪性度は連続的に移行し，
その判断は形態学的に検者の経験等によって行われて
いる．患者の術前に細胞周期中のDNA合成期を1票識する
と言われるbromodeoxyuridine（BUdR）を静脈投与し摘出
標本中の田dRを検出する方法が現在広く行われているが，
BUdRの安全性は完全ではない．今回生体投与の必要がな
いBUdR　in　vitro標識法並びに全ての増殖相にある細胞を
認識すると言われるモノクローナル抗体Ki－67を用いて，
神経膠腫の生物学的悪性度の定量かを試みたのて報告した．
　材料及び方法：ヒト神経膠腫手術摘出標本100例に対し
てBUdR生体投与法（Hoshim，1985）とin　vitro標識灯を50
例ずつ行い，その両者に対してKi－67法を施行した．in
vitro法は摘出標本を直ちにBUdR，培養液の入った子ビン
に移し酸素を注入して3気圧とし，1時間培養した．エタノ
ール固定後，プレパラートを作製し抗BUdRモノクローナル
抗体を用いたABC法を施行し，標識細胞を発色させ，鏡検し
陽陛細胞率をパーセント表示しBUdR　labeli㎎index（LI）
とした．Ki－67は摘出標本からの新鮮凍結切片を作製しが
必要であった．ABC法施行し同様に陽性細胞率をKi－67　LI
とした．
　結果：何れの方法も従来の組織学的悪性度とよく相関
した．In　vitro法と生体投与法はほぼ同様の値を取った．
具体的には，BUdR　LIでは鵬以下が良性，5X以上が悪性と
思われた．Ki－67ではそれぞれ3瓢以下，10似上であうた．
　結論：BUdR　in　vitro標識法並びにKi－67法は薬物の生体
投与の必要がなく，安全的確に神経膠腫の診断に定量的
情報を与える事が出来るので有用と思われた．
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